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第１節　母親の子育て観
この10年間で、自分の生き方より子育てを優先する母親、子どもといつも一緒でなくても愛情
をもって育てればいいと考える母親、文字や数はできるだけ早くから教えるのがよいと考える母
親が増加している。

●子育て観が変化している

　本節では母親の子育て観に関して、05年からの10年
間で、どのような変化があったのかをみていきたい。子
育てや子どもの教育に関するAとBの２つの意見のうち、
母親の気持ちに近いほうを選択してもらった結果が図２
−１−１である。

　まず、子育てと自分自身の生き方について、「子育て
も大事だが、自分の生き方も大切にしたい」と考える母
親は05年では60.9%だったが、15年では52.5%と8.4
ポイント減少した。その一方で、「子どものためには、
自分ががまんするのはしかたない」は05年では37.9%
だったが、15年では47.2%と9.3ポイント増加した。
10年調査と比較して、15年調査ではこの２つの考え方
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図２−１−１　母親の子育て観（経年比較）

注1）�0歳6か月～ 6歳11か月の子どもをもつ母親の回答を分析。
注2）無答不明があるため、Ａの意見とＢの意見の数値を合計しても100％にはならない。
注3）＊は10年調査以降の項目。　
注4）（　）内はサンプル数。
注5）�0歳6か月～ 6歳11か月の年齢層で分析する際のウェイトを用いて集計した。　



は同率に近い。子どもや子育てをより重視する母親の気
持ちが、この結果に表れたと考えられる。次に、いわゆ
る「３歳児神話」に関する項目である「子どもが３歳く
らいまでは母親がいつも一緒にいた方がいい」を支持す
る比率は、05年では60.9%だったが、15年では50.3%
と10.6ポイント減少した。「母親がいつも一緒でなくて
も、愛情をもって育てればいい」は05年では38.0%だっ
たが、15年では49.6%と11.6ポイント増加した。愛情
をもって子育てをすれば、３歳まで子どもといつも一緒
にいなくても大丈夫であると考える母親が10年間で増
加しており、「３歳児神話」を信じている母親とほぼ半
数ずつの選択率となった。子育てに向き合う母親の考え
が変化してきているといえるだろう。
　次に10年間で大きな変化のあった、教育に関する意
識をみていく。文字や数の習得について、「文字や数は
できるだけ早くから教えるのがよい」と考える母親は
05 年 の 18.3% か ら 9.3 ポ イ ン ト 増 加 し、15 年 で は
27.6%となった。「文字や数は子どもが関心をもつよう
になってから教えるのがよい」と考える母親は05年の
80.7%から15年では71.5%に減少した。子どもの進学
に対する期待では、「世間で名の通った大学に通ってほ
しい」と考える母親の比率が増加傾向である（05年
24.1%→15年29.5%）。子どもの学歴を重視する傾向や、
早い時期から文字や数を教えたほうがよいと考える母親

の比率は、10年間を通して一貫して増加している。「子
どものためには、自分ががまんするのはしかたない」を
支持する比率が増加していることとあわせて考えると、
母親が、自分の生き方よりも子どもの教育や進路をより
重視しながら育児をする傾向が高まっていることがうか
がえる。
　また10年調査で新たに質問項目を追加した、子育て
支援のための税金の使い方については、「子育て支援を
充実させるために税金が増えるのはしかたがない」とい
う考え方を支持する母親は15年には44.6%で、「子育て
支援は現状のままでよいので、税金は増やさない方がよ
い」と増税に賛成しない母親は53.7%であった。これ
らの項目については10年から大きな変化はみられず、
意見が分かれている。

●「文字や数はできるだけ早くから教えるのがよい」
と考える0歳児の母親が増加

　次に、子どもの年齢別に、母親の子育て観の経年変化
を確認してみよう。ここでは、変化が大きかった母親自
身の生き方と子育ての方針、文字や数を教える時期に着
目し、子どもの年齢別の経年変化を記述する（表２−１
−１）。
　まず、「子育ても大事だが、自分の生き方も大切にし

（％）
0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 6歳児

A.子育ても大事だが、自分の生き方
も大切にしたい

05年 57.8 57.6 57.3 60.5 69.0 57.8 65.0
10年 50.6 55.4 54.4 56.9 53.7 56.0 54.0
15年 54.9 52.0 51.4 47.3 51.2 56.8 55.4

B.子どものためには、自分ががまん
するのはしかたない

05年 41.6 41.9 41.9 38.3 30.0 39.7 33.5
10年 49.1 44.0 45.4 42.6 45.6 42.8 45.6
15年 45.1 48.0 48.2 52.5 48.6 42.6 44.1

A.文字や数はできるだけ早くから教
えるのがよい

05年 32.9 26.3 22.2 17.2 10.8 11.9 14.3
10年 40.6 33.3 28.7 21.3 20.9 15.1 22.9
15年 47.8 37.3 28.5 22.3 20.1 21.9 25.2

B.文字や数は子どもが関心をもつよ
うになってから教えるのがよい

05年 66.5 73.3 77.3 81.9 88.2 85.6 84.6
10年 59.1 65.6 70.8 78.0 78.6 84.5 76.7
15年 51.5 62.4 70.4 76.9 79.0 77.1 73.4
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表２−１−１　母親の子育て観（子どもの年齢別　経年比較）

注1）�0歳6か月～ 6歳11か月の子どもをもつ母親の回答を分析。
注2）�8対の項目のうち2対の項目を表示。
注3）無答不明があるため、Ａの意見とＢの意見の数値を合計しても100％にはならない。
注4）子どもの年齢別のサンプル数は以下のとおりである。

（人）
0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 6歳児

05年 324 649 730 333 307 322 266
10年 319 538 479 537 561 494 503
15年 268 588 564 594 581 629 614

注5）�0歳6か月～�6歳11か月の年齢層で分析する際のウェイトを用いて集計した。



たい」を選択した母親の比率をみると、子どもの年齢を
問わずに10年前より減少している。その中でもっとも
変化が大きかったのが、４歳児の母親であった。05年
の69.0％から15年では51.2％へ17.8ポイント減少した。
一方で、「子どものためには、自分ががまんするのはし
かたない」は、05年では30.0％だったのが15年では
48.6％と、18.6ポイント増加している。
　また、「文字や数はできるだけ早くから教えるのがよ
い」と考える母親は、子どもの年齢を問わずに10年前
より増加している。とくに０歳児の母親では、05年の
32.9％から15年では47.8％へと14.9ポイント増加した。
一方で、「文字や数は子どもが関心をもつようになって
から教えるのがよい」と考える比率は15年では51.5％
に減少しており、この２つの考え方に対する支持が同率
に近づいてきている。

●「子どものためには、自分ががまん」と考えるパー
トタイム、専業主婦の母親が増加

　母親の就業状況別の経年変化を表２−１−２にまとめ
た。「子育ても大事だが、自分の生き方も大切にしたい」
については、パートタイムの母親では10年間で70.8%
から56.3%へ、専業主婦の母親は57.3％から44.6％へ
といずれも10年間で10ポイント以上減少した。常勤者
の母親は10年間であまり変化がみられない。
　その一方で、パートタイム、専業主婦の母親のいずれ
においても、「子どものためには、自分ががまん」と考
える層が増加している。この変化の背景には何があるの
だろうか。
　都市部を中心に待機児童が課題となる中、首都圏を対
象にした本調査でも05年から15年の10年間で、働く
母親が増え、専業主婦の比率は68.4％から51.1％に減

（％）
常勤者 パートタイム 専業主婦

A.子育ても大事だが、自分の生き方
も大切にしたい

05年 68.9 70.8 57.3
10年 64.4 58.2 50.4
15年 67.8 56.3 44.6

B.子どものためには、自分ががまん
するのはしかたない

05年 31.1 27.5 41.3
10年 35.0 40.3 49.3
15年 32.0 43.7 55.2

A.世間で名の通った大学に通ってほ
しい

05年 25.5 20.9 24.6
10年 31.5 20.4 27.9
15年 35.0 23.9 29.4

B.大学進学や学校名にはこだわらな
い

05年 74.5 77.6 73.9
10年 67.6 79.0 71.9
15年 65.0 76.0 70.5

A.文字や数はできるだけ早くから教
えるのがよい

05年 16.4 20.1 18.1
10年 23.0 23.5 25.1
15年 28.7 27.7 26.1

B.文字や数は子どもが関心をもつよ
うになってから教えるのがよい

05年 83.6 78.4 80.7
10年 76.4 75.6 74.4
15年 70.9 71.9 73.6

表２−１−２　母親の子育て観（母親の就業状況別　経年比較）

注1）�0歳6か月～ 6歳11か月の子どもをもつ母親の回答を分析。
注2）�8対の項目のうち3対の項目を表示。
注3）無答不明があるため、Ａの意見とＢの意見の数値を合計しても100％にはならない。
注4）母親の就業状況別のサンプル数は以下のとおりである。

（人）

常勤者 パートタイム 専業主婦

05年 248 290 2072

10年 464 491 1966

15年 695 579 1981

注5）�0歳6か月～ 6歳11か月の年齢層で分析する際のウェイトを用いて集計した。　
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少した。そのような状況下で、専業主婦として「あえて」
働かないことを選択した一部の母親において、「子ども
のために」今はがまんするという考えを支持する比率が
増えているとはいえないだろうか。
　また常勤者の母親については、専業主婦の家庭よりも
父親の帰宅時間が早く（図示省略）、子育ての関わりも
比較的多い傾向があるため（3章2節より）、ある程度は
父親の協力を得ながら仕事と育児の両立をしている状況
がうかがえる。
　一方、パートタイムの母親については、父親の子育て
への関わりが常勤の母親の家庭よりも少ない（3章2節
より）。そのため、仕事をもっていても、子育てを中心
に生活のバランスをとらざるをえない母親も少なくない
と考えられる。さらに、パートタイム世帯の年収は05
年調査より減少する傾向があり（図示省略）、家族のた
めに働かざるを得ない母親も増えていることがうかがえ
る。このような状況が、「子どものためには、自分がが
まんする」という比率の増加につながっているのではな
いだろうか。ただし、いずれも仮説であり、母親の就業
状況別の子育て観の変化の違いについては、今後さらな
る検証が必要である。

●「世間で名の通った大学に通ってほしい」「文字
や数はできるだけ早くから教えるのがよい」と考
える常勤の母親が増加

　「世間で名の通った大学に通ってほしい」については、
いずれの就業状況の母親でも増加傾向がみられた。とく
に常勤の母親の選択率は、05年の25.5%から15年では
35.0%と約10ポイント増加した。常勤の母親は、パー
トタイムや専業主婦の母親よりも増加率が大きく、子ど
もを有名大学に進学させたい志向が強まっている。文字
や数を教える時期も、いずれの就業状況の母親でも「で
きるだけ早く教えるのがよい」と考える比率が増えてい
るが、とくに常勤の母親は05年16.4％から15年28.7％
へと12.3ポイント増加した。05年から15年にかけて、
常勤の母親の大学卒業率（短期大学・四年制大学・大学
院卒業の比率）が上昇している（図示省略）。常勤の母
親の考え方の変化の背景には、こうした学歴の変化が関
連している可能性があると推測される。
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第２節　今、子育てで力を入れていること
この10年間、他者への思いやりや親子のふれあい、生活習慣に力を入れる比率は一貫して高い
水準を維持している。しかし、「友だちと一緒に遊ぶこと」に「とても」力を入れる比率は10年
前の調査から5.8ポイント減少した。

●上位に変化はないが、「友だちと一緒に遊ぶこと」
が減少、「数や文字を学ぶこと」が増加の傾向

　前節では、母親の子育てに関する意識・価値観の経年
変化をみた。本節では、母親たちが今、どのようなこと
に力を入れて子育てをしているのかについて経年比較を
する。図２−２−１は母親が子育てで力を入れているこ
とについて、「とても力を入れている」と答えた比率の

10年間の変化を示したものである。その結果、以下の
５点の特徴がみられた。
　１点目として、上位３項目は10年間で変化がなかっ
た。それは「他者への思いやりをもつこと」（05 年
55.5%→15年51.4%）、「親子でたくさんふれあうこと」

（05年46.6%→15年46.9%）、「基本的生活習慣を身に
つけること」（05年48.0%→15年45.7%）である。
　２点目として、10年調査で追加した社会ルールの習

100（％）60 8040200

他者への思いやりをもつこと

親子でたくさんふれあうこと

基本的生活習慣を身につけること

* 社会のマナーやルールを身につけること

*自分でできることは自分ですること

*自分の気持ちや考えを人に伝えること

身体を丈夫にすること

興味や関心を広げること

自然とたくさんふれあうこと

屋外で遊ぶこと

友だちと一緒に遊ぶこと

数や文字を学ぶこと

外国語を学ぶこと

*伝統や文化を大切にすること

芸術的な才能を伸ばすこと（音楽や絵画など）
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図２−２−１　子育てで力を入れていること（経年比較）

注 1）「とても力を入れている」の％。
注 2）��0 歳 6か月～ 6歳 11か月の子どもをもつ母親の回答を分析。
注 3）＊は 10年調査以降の項目。
注 4）（　）内はサンプル数。　
注 5）��0 歳 6か月～ 6歳 11か月の年齢層で分析する際のウェイトを用いて集計した。
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得、自立、自己の表現に関する項目は10年も15年も約
４割の選択率とほぼ変わらず、15項目の中で上位であっ
た。具体的には「社会のマナーやルールを身につけるこ
と」「自分でできることは自分ですること」「自分の気持
ちや考えを人に伝えること」の項目である。これらの結
果から、子育てで力を入れることの上位は、経年で大き
な変化はみられないことがわかる。
　３点目として、「友だちと一緒に遊ぶこと」が10年前
と比較して唯一、5ポイント以上の変化があった項目で
あった。05年では24.4％であったが、15年では18.6％
と5.8ポイント減少した。これは1章5節で示した「平日、

（幼稚園・保育園以外で）一緒に遊ぶ人」について「友
だち」が減少したことと関係があると考えられる。共働
き世帯の増加による保育の長時間化や少子化の影響を受
け、園以外で友だちと一緒に遊ぶ機会が少なくなったこ
とにより、子どもの友だちづきあいに関する母親の意識
が弱くなっている可能性が考えられる。
　４点目として、数や文字の学習を重視する母親が増加
している。「数や文字を学ぶこと」について、数値は低
いものの、05年の7.2%から10年には11.0%、15年に
は12.1％と増加している。前節で「文字や数はできる
だけ早くから教えるのがよい」という考えを支持する比
率が増加したことを示したが、本調査が示す結果はこう
した教育観とも整合的である。幼児の子育てにおいて、
数や文字の習得を重視する母親が増えているといえるだ

ろう。
　５点目として、05年から10年にかけて、外遊びやか
らだづくりをより重視する傾向がみられたが、15年で
は05年時点の水準に戻っている。具体的な項目として
は、「自然とたくさんふれあうこと」（05年21.6％→10
年24.7％→15年19.7％）、「屋外で遊ぶこと」（05年
18.9％→10年23.0％→15年19.4％）、「身体を丈夫に
すること」（05年35.1％→10年39.3％→15年36.5％）
であった。

●「友だちと一緒に遊ぶこと」は性別問わずに減少、「数
や文字を学ぶこと」は男子の母親で増加の傾向

　次に、子育てにおいて重視することについて、子ども
の性別での経年変化をみていく。ここでは変化がみられ
た項目に着目した。図２−２−２から以下のことがわ
かった。
　１点目は、「友だちと一緒に遊ぶこと」に「とても力
を入れている」比率について、性差はなく、経年変化に
おいても性別での大きな違いはみられなかった。男女い
ずれの母親でも、この項目を選択する比率は減少してい
た。
　２点目は、「数や文字を学ぶこと」について、とくに
男子の母親で「とても力を入れている」比率が10年間
で増加した（05年5.8％→15年12.4％）。女子は05年
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図２−２−２　子育てで力を入れていること（性別　経年比較）

注 1）「とても力を入れている」の％。
注 2）��0 歳 6か月～ 6歳 11か月の子どもをもつ母親の回答を分析。
注 3）15項目のうち 5項目を図示。
注 4）サンプル数は 05年男子 1,461 人、女子 1,470 人、10年男子 1,694 人、女子 1,737 人、15年男子 1,890 人、女子 1,948 人。
注 5）��0 歳 6か月～ 6歳 11か月の年齢層で分析する際のウェイトを用いて集計した。
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では8.7％、15年では11.8％であり、男子の母親の増
加率のほうが大きかった。
　３点目は、外遊びやからだづくりを重視する傾向は05
年から10年にかけてとくに男子の母親において増加した
が、10年から15年にかけては減少して、05年時点の水
準に戻った。「自然とたくさんふれあうこと」については、
女子の母親も10年23.1％から15年18.3％へ4.8ポイン
ト減少した。
　
●「友だちと一緒に遊ぶこと」は子どもの年齢を問
わずに減少、「数や文字を学ぶこと」は０歳児と
５歳児でとくに増加

　子育てにおいて重視することについて、子どもの年齢
別に経年変化をみていく（表２−２−１）。「友だちと一
緒に遊ぶこと」は、いずれの年齢でも15年の数値がもっ
とも低かった。とくに、１～４歳児においては、10年

から15年にかけて5ポイント以上減少した。他に「屋
外で遊ぶこと」「自然とたくさんふれあうこと」も、年
齢を問わずに10年から15年にかけて減少している。
　一方で、「数や文字を学ぶこと」は、10年間で、いず
れの年齢でも「とても力を入れている」比率が高くなっ
ていた。とくに０歳児では、05年2.2％だったが、10
年5.8％、15年10.1％と10年間で7.9ポイント増加した。
また５歳児でも、05年7.6％、10年12.4％、15年14.4％
と10年間で6.8ポイント増加した。
　「親子でたくさんふれあうこと」「基本的生活習慣を身
につけること」は、２歳児以上では５年間であまり変化
がないが、０歳児、１歳児では増加傾向がみられる。「数
や文字を学ぶこと」も０歳児で増加傾向がみられたこと
から、子育てを始める初期の段階で、数や文字の習得、
親子のふれあい、基本的生活習慣の確立などに力を入れ
る母親が増えていることがうかがえる。

（％）
0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 6歳児

友だちと一緒に遊ぶこと
05年 14.3 20.8 23.0 25.7 26.7 27.0 27.8
10年 14.7 20.3 24.3 26.3 27.3 25.0 26.2
15年 10.8 15.0 17.1 18.2 19.6 21.5 24.2

数や文字を学ぶこと
05年 2.2 4.1 5.5 7.6 8.8 7.6 12.1
10年 5.8 7.8 9.4 10.2 13.7 12.4 15.4
15年 10.1 9.5 10.0 10.4 12.6 14.4 16.7

屋外で遊ぶこと
05年 12.0 22.4 22.4 18.6 17.9 17.2 18.0
10年 16.5 24.4 27.7 25.8 21.2 20.3 21.9
15年 10.4 21.2 22.4 22.1 19.1 16.3 19.4

自然とたくさんふれあうこと
05年 22.6 24.5 23.0 22.5 25.1 18.0 15.8
10年 20.6 29.0 26.7 24.4 24.3 23.3 22.5
15年 15.4 23.1 19.4 22.1 19.5 18.1 18.2

親子でたくさんふれあうこと
05年 70.4 64.2 51.9 46.4 43.3 33.5 28.5
10年 65.3 59.4 52.9 43.8 39.9 35.3 29.7
15年 74.7 65.8 51.2 47.6 38.7 33.9 30.1

基本的生活習慣を身につけること
05年 36.3 41.4 46.1 45.1 53.8 54.6 52.3
10年 37.6 41.3 41.8 44.9 47.6 49.5 49.5
15年 40.0 45.8 40.4 43.8 46.4 51.3 49.5

表２−２−１　子育てで力を入れていること（子どもの年齢別　経年比較）

注1）�「とても力を入れている」の％。
注2）��0歳6か月～ 6歳11か月の子どもをもつ母親の回答を分析。
注3）��15項目のうち6項目を表示。
注4）子どもの年齢別のサンプル数は以下のとおりである。

（人）
0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 6歳児

05年 324 649 730 333 307 322 266
10年 319 538 479 537 561 494 503
15年 268 588 564 594 581 629 614

注5）�0歳6か月～�6歳11か月の年齢層で分析する際のウェイトを用いて集計した。
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第３節　子どもの進学に対する期待
母親の子どもに対する高学歴志向はさらに強まり、「高校卒業の母親」も子どもに高学歴を期待
するようになっている。子どもの性別では、男子により高い学歴を望んでいるが、この５年間で
女子に「四年制大学卒業まで」を期待する比率が大きく増加した。

　母親は、子どもの進学に対してどのような期待をして
いるのだろうか。また、それはこの20年間でどのよう
に変化しているのだろうか。

● 73.4％の母親が、子どもに「四年制大学卒業まで」
の学歴を期待している

　図２−３−１は、母親が子どもをどの学校段階まで進
学させたいと思っているかについて、経年比較を行った
ものである。これをみると、95年から00年は、「高校
卒業まで」の比率が増加し（95年7.3％→00年14.5％、
以下同）、「四年制大学卒業まで」の比率が減少したが

（70.0％→61.8％）、00年から15年までは一貫して「高
校卒業まで」の比率が減少し（14.5％→13.4％→9.1％
→5.9％）、「四年制大学卒業まで」の比率が増加してい
る（61.8％→64.5％→66.7％→73.4％）。とくに、10
年から15年にかけては、「四年制大学卒業まで」を選択
する比率が6.7ポイント増加しており、母親の子どもに
対する高学歴志向は強まっているといえよう。

●母親が女子に「四年制大学卒業まで」を期待する
比率が 5年間で約 10ポイント増加

　次に、進学に対する期待が、子どもの性別によってど
のように異なるかをみてみよう。図２−３−２をみると、
女子に対して「短大・高等専門学校卒業まで」を望む比
率は15年では17.8％となり、10年の23.8％から6.0ポ
イント減少した。一方で、女子に「四年制大学卒業まで」
を期待する比率は、00年50.1％→05年52.0％→10年
56.8％→15年66.9％となり、00年以降一貫して上昇し
ている。男子についても00年以降、「四年制大学卒業ま
で」を期待する比率は高くなっており、00年73.0％
→05年76.5％→10年76.1％→15年79.7％であった。
母親は、依然として男子により高い学歴を期待している。
しかし、女子に高学歴を期待する比率が調査をするたび
に高くなっているため、性差は徐々に縮まっている。四
年制大学卒業以上の学歴を望む比率の性差（男子−女子）
については、95年調査から、27.5ポイント差→25.4ポ
イント差→26.1ポイント差→21.3ポイント差→16.5ポ
イント差と減少している。

図２−３−１　子どもの進学に対する期待（経年比較）

注 1）母親の回答のみ分析。
注 2）95年、00年、05年調査では、「短大・高等専門学校卒業まで」は「短大卒業まで」、「四年制大学卒業まで」は「大学卒業まで」、「大学院卒業まで（六年制大学

を含む）」は「大学院卒業まで」とたずねた。
注 3）（　）内はサンプル数。

95年（1,659）

00年（1,570）

05年（2,258）

10年（2,839）

15年（3,287）

（％）

11.37.3

短大・高等専門学校卒業まで

6.8
0.1 2.2

70.0

四年制大学卒業まで

中学校卒業まで
高校卒業まで

専門学校卒業まで 大学院卒業まで
（六年制大学を含む）

2.4

無答
不明

10.514.5 8.3
0.1 2.8

61.8 2.0

10.313.4 7.1
0.2 2.5

64.5 1.9

13.99.1 5.2
0.1 2.8

66.7 2.2

10.35.9 4.6
0.1

73.4 4.1 1.5



─ 45 ─

第5回　幼児の生活アンケート　　第2章　母親の教育・子育てに関する意識� ベネッセ教育総合研究所（2016年）

●「高校卒業の母親」も、子どもに高い学歴を期待
するようになっている

　次に、子どもの進学に対する期待が、母親の学歴によっ
てどのように異なるかをみてみよう（図２−３−３）。「高
校卒業までの母親」（「中学校」「高等学校」「専門学校」
を卒業した人）と「大学卒業の母親」（「高等専門学校」「短
期大学」「四年制大学」「大学院（六年制大学を含む）」
を卒業した人）とを比較すると、95年から15年まで一
貫して、「高校卒業の母親」は「大学卒業の母親」と比
較して、子どもに「高校卒業まで」「専門学校卒業まで」
の学歴を望む比率が高く、四年制大学卒業以上の学歴を
望む比率が低い。

　四年制大学卒業以上の学歴を望む比率の差（「大学卒
業の母親」−「高校卒業の母親」）は、95年から10年
までは、20.6ポイント差→26.7ポイント差→29.9ポイ
ント差→31.0ポイント差と、10年まではやや拡大傾向
にあった。しかし15年にはその差が27.7ポイントにな
り、５年前の調査よりも縮まった。子どもに四年制大学
卒業以上の学歴を望む「大学卒業の母親」は 10 年
84.3％→15年88.1％と3.8ポイント増加したのに対し
て、「高校卒業の母親」では10年53.3％→15年60.4％
と7.1ポイント増加した。「高校卒業の母親」も徐々に、
子どもに高い学歴を期待するようになっているといえよ
う。

図２−３−２　子どもの進学に対する期待（性別　経年比較）

図２−３−３　子どもの進学に対する期待（母親の学歴別　経年比較）

注 1）母親の回答のみ分析。
注 2）95年、00年、05年調査では、「短大・高等専門学校卒業まで」は「短大卒業まで」、「四年制大学卒業まで」は「大学卒業まで」、「大学院卒業まで（六年制大学

を含む）」は「大学院卒業まで」とたずねた。　
注 3）（　）内はサンプル数。

注 1）母親の回答のみ分析。
注 2）95年、00年、05年調査では、「短大・高等専門学校卒業まで」は「短大卒業まで」、「四年制大学卒業まで」は「大学卒業まで」、「大学院卒業まで（六年制大学

を含む）」は「大学院卒業まで」とたずねた。
注 3）高校卒業の母親は、「中学校」「高等学校」「専門学校」を卒業した人、大学卒業の母親は、「高等専門学校」「短期大学」「四年制大学」「大学院（六年制大学を含む）」

を卒業した人を表す。
注 4）（　）内はサンプル数。
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第４節　教育費
習い事などにかかる費用は、5年間で変化はみられなかったが、幼稚園児、保育園児ともに園に
かかる費用で増加傾向がみられた。幼稚園児の園にかかる費用は世帯年収にかかわらず同程度で
あり、教育費全体への負担感が高かった。

●習い事などにかかる費用は、この 5年間で変化は
みられない

　子ども1人で1か月あたりにかかる教育費はどれくら
いか。「塾・通信教育・習い事・絵本・玩具等にかかる
費用（幼稚園・保育園で有料で習っているものは除く）」
と「幼稚園・保育園にかかる費用（保育料や、幼稚園・
保育園で有料で習っている習い事の費用を含む）」につ
いてたずねた。（なお、質問文は、調査回によって、若
干の変更を行っている。詳細は図2−4−1の注3を参照）。
　図2−4−1をみると、習い事などにかかる教育費は

「1,000円〜5,000円未満」と「5,000円〜10,000円未満」
の層が大半を占める。この層の比率は、95年が55.0％、
00年が55.5％、05年が55.9％、10年が55.3％、15年
が53.3％とあまり変化がなかった。一方、「1,000円未満」
は、95年が11.3％、00年が18.6％、05年が11.7％、
10年が23.3％、15年が24.4％だった。05年から10年
にかけて倍増しており、15年はほほ横ばいとなった。
ま た、10,000 円 以 上 は、95 年 が 31.1 ％、00 年 が
24.7 ％、05 年 が 31.1 ％、10 年 が 17.6 ％、15 年 が
18.2％だった。05年から10年にかけて13.5ポイント

減少し、15年はほほ横ばいとなった。05年から10年に
かけて習い事などにかける教育費は大きく減少傾向にな
り、15年はそのまま横ばいの状態だった。
　「1,000円未満」を500円、「1,000円〜5,000円未満」
を3,000円のように置き換えて平均を算出すると、05
年が8,771円相当だったのが、10年には5,829円相当
と3,000円近く減少し、15年では5,960円相当と、10
年とあまり変わらなかった。

●子どもの年齢が上がるにつれて、習い事などにかか
る費用は増加

　15年で、子どもの年齢別に習い事などにかかる教育
費をみた。1歳後半児では、「1,000円未満」が39.3％、

「1,000円〜5,000円未満」が43.2％であり、これらを
合わせて約83％を占めた。平均費用は3,308円相当だっ
た。6歳児になると「1,000円未満」が10.9％、「1,000
円〜5,000円未満」が24.7％であり、これらを合わせて
約36％であり、平均費用は9,235円相当だった。習い
事などにかかる教育費は、子どもの年齢と大きく関係し
ており、10年調査の傾向と変わらなかった（図示省略）。

図２−４−１　ひとりあたりの教育費（経年比較）

注 1）平均費用は「1,000 円未満」を 500 円、「1,000 円〜 5,000 円未満」を 3,000 円、「30,000 円以上」を 32,500 円のように置き換えて算出した。無答不明の人
は分析から除外している。

注 2）「20,000 円〜 25,000 円未満」「25,000 円〜 30,000 円未満」「30,000 円以上」を「20,000 円以上」としている。
注 3）95 年、00 年、05 年調査は「幼稚園・保育園にかかる費用（就園補助等も含めて）を除いた、１か月あたりの塾・通信教育・習い事・絵本・玩具等にかかる費

用を教えてください。」とたずねている。（ただし、95 年は、質問文に「（就園補助等も含めて）」と「絵本・玩具」の部分は含まない）
注 4）（　）内はサンプル数。

95年(1,692)

00年(1,601)

05年(2,297)

10年(2,918)

15年(3,466)

（％）

11.3 19.0

5,000円～
10,000円未満

13.9

10,000円～
15,000円未満

7.0

15,000円～20,000円未満

36.0

1,000円～5,000円未満

10.2

20,000円
以上1,000円未満

2.6

無答不明

35.218.6 11.3 5.6 7.820.3 1.2

33.011.7 12.6 7.9 10.622.9 1.4

37.223.3 9.1 4.6 3.9 3.718.1

8.4 5.3 4.524.4 35.2 18.1 4.1

平均費用

（8,556円） 

（7,323円） 

（8,771円）

（5,829円）

（5,960円）
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●高年齢で保育園児の習い事にかかる教育費が増加
傾向

　子どもの就園状況により、習い事などの教育費に違い
はあるか。図2−4−2をみると、15年調査では、低年
齢で未就園児と保育園児で差はみられなかった。一方、
高年齢で幼稚園児と保育園児に差がみられた。「1,000
円未満」と「1,000円〜5,000円未満」を合わせた比率は、
幼稚園児が43.8％、保育園児が52.6％であり、平均費
用は幼稚園児が7,848円相当で、保育園児が6,777円相
当だった。
　10年と15年での平均費用の変化をみると、低年齢で
はあまり変化はみられなかった。一方、高年齢では幼稚
園児の費用はほぼ変化は見られなかったが、保育園児の
費用がやや高くなり、平均費用を比べると10年が6,009
円相当、15年が6,777円相当だった。高年齢の保育園
児で習い事をしている比率が増加傾向にあることと関連
すると思われる。

●高年齢で、幼稚園児、保育園児ともに園にかかる
費用が増加

　幼稚園や保育園にかかる費用をみよう。保育園につい
て、低年齢と高年齢で比較した。　
　図2−4−3をみると、低年齢でもっとも多かったのは、

「50,000円以上」で29.4％だった。平均費用は35,866
円相当だった。高年齢でもっとも多かったのは「20,000
円〜 30,000 円未満」で 39.8％だった。平均費用は
25,100円相当であり、低年齢に比べて10,000円ほど差
があった。
　次に、高年齢において、15年での幼稚園と保育園で
比較しよう。図2−4−4をみると、幼稚園児で多くを
占めたのが、「20,000円〜30,000円未満」が31.7％、

「30,000円〜40,000円未満」が45.7％で、合わせて約
77％だった。また、平均費用は30,925円相当だった。
一方、保育園児の場合、「20,000円〜30,000円未満」
が39.8％だったが、幼稚園に比べると費用のばらつき
が大きかった。平均費用は25,100円相当だった。

図２−４−２　ひとりあたりの教育費（子どもの年齢区分別・就園状況別　15年）

図２−４− 3　保育園にかかる費用（子どもの年齢区分別　15年）

注 1） 平均費用は「1,000 円未満」を 500 円、「1,000 円〜 5,000 円未満」を 3,000 円、「30,000 円以上」を 32,500 円のように置き換えて算出した。無答不明の
人は分析から除外している。

注 2） 「20,000 円〜 25,000 円未満」「25,000 円〜 30,000 円未満」「30,000 円以上」を「20,000 円以上」としている。
注 3） 調査時点における子どもの年齢区分は以下のとおりである。
 低年齢：１歳６か月〜３歳 11 か月の幼児。　高年齢：４歳０か月〜６歳 11 か月の幼児。
注４）（　）内はサンプル数。

注 1） 子どもを保育園に通わせている人のみ回答。
注 2） 平均費用は「5,000 円未満」を 2,500 円、「5,000 円〜 10,000 円未満」を 7,500 円、「50,000 円以上」を 55,000 円のように置き換えて算出した。無答不明

の人は分析から除外している。
注 3） 調査時点における子どもの年齢区分は以下のとおりである。
 低年齢：１歳６か月〜３歳 11 か月の幼児。　高年齢：４歳０か月〜６歳 11 か月の幼児。
注 4） （　）内はサンプル数。

未就園児（948）

保育園児（482）

幼稚園児（1,317）

保育園児（533）

（％）

32.5 11.5

5,000円～10,000円未満
10,000円～15,000円未満

3.0 2.3 2.2

15,000円～20,000円未満

44.4

1,000円～5,000円未満
20,000円以上

1,000円未満

3.9

無答不明

43.830.6 6.511.7

26.8 23.617.0 8.2 6.4 4.0

2.5

13.9

23.1 9.8 6.8 5.231.021.6

低
年
齢

高
年
齢

3.3 2.2 1.9

低年齢(482)

高年齢(533)

（％）

5.6 15.5

40,000円～
50,000円

16.8

30,000円～
40,000円

29.4

50,000円以上

2.815.54.3

5,000円未満
5,000円～10,000円

20,000円～
30,000円

10.2

10,000円～
20,000円 無答不明

17.07.05.9 4.8 4.819.539.8 1.3

平均費用（円）

10年 15年

低年齢
未就園児 4,007 3,903 

保育園児 3,687 3,946 

高年齢
幼稚園児 7,972 7,848 

保育園児 6,009 6,777 

平均費用

（35,866円） 

（25,100円） 
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　高年齢での園にかかる費用を10年と15年での変化を
みると、30,000円以上の比率は、幼稚園児で10年調査
の49.9％から15年調査の57.9％、保育園児で10年調
査の23.3％から15年調査の29.1％と増加した。平均費
用は、幼稚園児では10年調査が29,412円相当、15年
調査が30,925円相当と1,500円ほど高くなっていた。
また保育園児では10年調査が22,578円、15年調査が
25,100円と2,500円ほど高くなっていた。幼稚園児、
保育園児ともに園にかかる費用は増加の傾向がみられ
た。

●習い事などの教育費は、世帯年収と関連性がみら
れる。幼稚園児の園にかかる費用は、世帯年収に
かかわらず同程度

　子育てや教育にかかる費用を家計からどれくらい支出
するかは、家族にとって大きな問題である。そこで、習
い事などの教育費・幼稚園や保育園にかかる費用と世帯
年収との関係について分析した。ここでは、幼稚園や保
育園に就園している比率の高い高年齢についてみていき
たい。

図２−４−４　園にかかる費用（就園状況別（高年齢）経年比較）

図２−４−５　ひとりあたりの教育費（就園状況別（高年齢）　世帯年収別　15年）

注１） 子どもを園に通わせている人のみ回答。
注２） 高年齢は、4 歳〜 6 歳 11 か月の幼児。
注３） 平均費用は「5,000 円未満」を 2,500 円、「5,000 円〜 10,000 円未満」を 7,500 円、「50,000 円以上」を 55,000 円のように置き換えて算出した。無答不明

の人は分析から除外している。
注４） （　）内はサンプル数。

注 1） 高年齢は、4 歳〜 6 歳 11 か月の幼児。
注 2） 「20,000 円〜 25,000 円未満」「25,000 円〜 30,000 円未満」「30,000 円以上」を「20,000 円以上」としている。
注 3） 平均費用は「1,000 円未満」を 500 円、「1,000 円〜 5,000 円未満」を 3,000 円、「30,000 円以上」を 32,500 円のように置き換えて算出した。無答不明の

人は分析から除外している。
注 4） （　）内はサンプル数。

10年（1,106）

15年（1,317)

10年（376）

15年(533)

（％）

42.1 5.8

10,000円～20,000円未満
5,000円～10,000円未満

5,000円未満

2.0

40,000円～50,000円未満
50,000円以上

30,000円～40,000円未満

38.0 4.35.5

20,000円～30,000円未満

1.4

無答不明

7.5 25.26.9 18.8 2.42.135.5

17.0 39.8 19.5 4.8 4.87.05.9

幼
稚
園
児

保
育
園
児

1.0

45.7 8.9 3.331.74.14.0 0.8
1.5

1.6

1.3 

400万円未満（148）

400万～600万円未満（384）

600万～800万円未満（321）

800万～1,000万円未満（165）

1,000万円以上（130）

400万円未満（57）

400万～600万円未満（102）

600万～800万円未満（107）

800万～1,000万円未満（99）

1,000万円以上（121）

（％）

5.5 4.1 5.4

20,000円以上
15,000円～20,000円未満

1,000円未満 無答不明

幼
稚
園
児

保
育
園
児

1.8 
0.0

29.0
1,000円～5,000円未満

27.0

5,000円～10,000円未満

17.9

10,000円～
15,000円未満

11.0

5.5 2.820.0 29.2 28.8 11.4
2.3

3.444.3 31.1 17.6 
1.8

3.8 5.9 4.925.9 34.9 23.6
1.1

1.9 10.1 8.1 3.719.0 33.0 24.1

16.0 7.0 6.9 4.119.7 30.2 16.1 

0.9 13.012.9 22.2 28.4 12.1 10.5

8.9 4.3 4.315.7 27.0 24.5 15.1

21.0 12.1 4.210.4 23.0 17.9 11.3

13.9 22.1 3.27.1 19.4 18.2 16.1

平均費用

（29,412円）

（30,925円）

（22,578円）

（25,100円）
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　図2−4−5は習い事などの教育費を就園状況別に世
帯年収でみたものである。これをみると、就園状況にか
かわらず、世帯年収が高いほど、習い事などの教育費を
多く支出していることがわかる。
　次に、図2−4−6は園にかかる費用を就園状況別に
世帯年収でみたものである。これをみると、保育園児の
場合、世帯年収が上がるほど園にかかる費用を多く支出
していることがわかる。一方、幼稚園児の場合、世帯年
収にかかわらず、園にかかる費用が同程度だった。

●教育費の負担感は経年で変わらない。保育園児の
負担感は年齢で変わらないが、幼稚園児の負担感
が高い

　ここまで、習い事や園などの教育費の状況についてみ

てきた。では教育費の支出について保護者はどのように
感じているだろうか。ここでは母親の回答のみ分析する。
　教育費の負担感について、10年調査と15年調査を比
べたのが図2−4−7である。これをみると教育費の負
担感に変化はみられなかった。15年では、負担を「と
ても感じる」が11.6％、「まあ感じる」が42.1％であり、
合わせて53.7％と約半数だった。約半数の母親が負担
感を感じているといえよう。
　次に、低年齢と高年齢に分けて就園状況別にみた（図
示省略）。負担を「感じる（とても＋まあ）」比率は、低
年齢の場合では未就園児で34.2％、保育園児で47.2％、
高年齢の幼稚園児で72.5％、保育園児で48.9％だった。
保育園児の場合、低年齢と高年齢であまり負担感が変わ
らない。一方、高年齢の幼稚園児で負担感が7割以上と
高い比率だった。

図２−４−６　園にかかる費用（就園状況別（高年齢）　世帯年収別 15年）

注１） 子どもを園に通わせている人のみ回答。
注２） 高年齢は、4 歳〜 6 歳 11 か月の幼児。
注３） 平均費用は「5,000 円未満」を 2,500 円、「5,000 円〜 10,000 円未満」を 7,500 円、「50,000 円以上」を 55,000 円のように置き換えて算出した。無答不明

の人は分析から除外している。
注４） （　）内はサンプル数。

400万円未満（148）

400万～600万円未満（384）

600万～800万円未満（321）

800万～1,000万円未満（165）

1,000万円以上（130）

400万円未満（57）

400万～600万円未満（102）

600万～800万円未満（107）

800万～1,000万円未満（99）

1,000万円以上（121）

（％）

9.9 2.7

20,000円以上10,000円～20,000円未満

3.8

5,000円～10,000円未満
40,000円～50,000円未満

5,000円未満

無答不明

幼
稚
園
児

保
育
園
児

1.7 

2.0

0.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

4.8
30,000円～40,000円未満

41.6
20,000円～30,000円未満

36.4

1.0

0.7

5.44.4 5.2 48.333.8
1.0 

10.7 2.72.7 47.932.5
1.91.5

10.8 6.16.0 5.6 44.724.4

13.7 10.44.6 43.025.3
0.7 2.2

28.2 5.520.8 15.9 28.0 

34.4 9.2 3.89.7 7.6 31.3
2.0

1.0
2.02.0

1.6

1.9 46.0 19.6 3.6 6.63.6 4.7 13.9

29.5 5.046.911.5

1.66.736.67.6 8.9 26.2 10.9

2.5

2.0

図２−４−７　教育費の負担感（経年比較）

注１）母親の回答のみ分析。
注２）（　）内はサンプル数。

10年(2,839)

15年(3,287)

（％）

12.7 35.4

あまり感じない

10.4

ぜんぜん感じない

40.6

11.6 33.1 8.7 4.642.1

まあ感じるとても感じる 無答不明

0.9
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　さらに、低年齢と高年齢で就園状況別に教育費の負担
感をみたのが、図2−4−8、9である。図2−4−8を
みると、低年齢の未就園児で負担を「感じる（とても＋
まあ）」比率は、世帯年収別での傾向がみられなかった。
一方、高年齢をみる（図2−4−9）と、負担を「感じ
る（とても＋まあ）」比率は、保育園児の場合、世帯年
収が「400万円未満」で55.2％、「400万〜600万円未満」
で57.4％、「600万〜800万円未満」で54.3％、「800
万〜1,000万円未満」で51.5％、「1,000万円以上」で
37.4％であり、800万円未満では大きな差が見られな

かった。一方、幼稚園児の場合、世帯年収が「400万円
未満」で83.7％、「400万〜600万円未満」で78.4％、「600
万〜800万円未満」で71.7％、「800万〜1,000万円未満」
で68.4％、「1,000万円以上」で55.7％であり、比較的
差がみられた。
　高年齢の幼稚園児の場合、園にかかる費用が世帯年収
にかかわらず同程度であり、さらに習い事をしている比
率が高かった。このことが負担感につながっているので
はないだろうか。

図２−４−８　教育費の負担感（就園状況別（低年齢）　世帯年収別　15年）

図２−４−９　教育費の負担感（就園状況別（高年齢）　世帯年収別　15年）
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400万円未満（48）

400万～ 600万円未満（87）

600万～ 800万円未満（88）

800万～1,000万円未満（92）

1,000万円以上（104）

とても感じる
まあ感じる

6.6 34.2

5.1 32.0

25.4

4.7 26.8
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5.9 39.2

11.0 40.1
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6.2 41.2
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園
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400万円未満（143）

400万～ 600万円未満（366）

600万～ 800万円未満（311）

800万～1,000万円未満（149）

1,000万円以上（122）

400万円未満（51）

400万～ 600万円未満（94）

600万～ 800万円未満（100）

800万～1,000万円未満（93）

1,000万円以上（107）
とても感じる
まあ感じる

26.5 57.2

22.9

18.8

55.5

52.9

15.0

10.5

53.4

45.2

19.7 35.5

16.1 41.3

13.0 41.3

7.5 44.0

4.7 32.7

注１）母親の回答のみ分析。
注２）低年齢は、1 歳 6 か月〜 3 歳 11 か月の幼児。
注３）（　）内はサンプル数。

注１）母親の回答のみ分析。
注２）高年齢は、４歳０か月〜 ６歳 11 か月の幼児。
注３）（　）内はサンプル数。
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第５節　母親の子育て意識
15年前と比較して、子育てへの肯定的感情が高い傾向に変化はない。しかし、子育てにおける
将来への不安は高まっている。また、専業主婦における育児への否定的感情が再び高まりつつあ
る傾向がある。

●子育てへの肯定的感情は高いが、子どもの育ちへ
の不安が高まっている

　図２−５−１は、母親の子育て意識に関して、00年
からの15年間における推移を表したものである。
　図の上位5項目は、子育てへの肯定的な感情であり、
いずれも「よくある」あるいは「ときどきある」と答え
ている比率が高いが、「自分の子どもは結構うまく育っ

ていると思うこと」については、15年前と比較して5
ポイントほど減少しており、子どもの発達に関する不安
は若干高まっていることがわかる。
　また、下位5項目は子育てへの否定的感情に関する項
目であるが、「子どもが将来うまく育っていくかどうか
心配になること」については15年前より5ポイント以
上の増加傾向にあり、やはり子どもの発達への不安がう
かがえる結果となっている。

100（％）60 8040200

子どもがかわいくてたまらないと思うこと

子どもを育てるのは楽しくて幸せなことだと思うこと

子どもと遊ぶのはとてもおもしろいと思うこと

自分の子どもは結構うまく育っていると思うこと

子育てによって自分も成長していると感じること

子どもが将来うまく育っていくかどうか心配になること

子どもがわずらわしくていらいらしてしまうこと

子どもに八つ当たりしたくなること

子どものことでどうしたらよいか分からなくなること

子どもを育てるためにがまんばかりしていると思うこと

96.0
98.1
97.9
98.1

90.7
93.5
93.3
93.7

88.0
91.1
92.3
91.8

81.7
77.6
77.6
75.4
79.1
80.7
78.9

76.3

59.6
66.0

62.5
65.7

60.6
60.9

56.3
59.9
62.4

58.8
55.8
55.7
56.6
59.5

54.7
53.9

37.6
37.1
37.9
40.1

00年（1,570）
05年（2,258）
10年（2,839）
15年（3,287）

肯
定
的
な
感
情

否
定
的
な
感
情

図２−５−１　母親の子育て意識（経年比較）

注１）「よくある＋ときどきある」の％。
注２）母親の回答のみ分析。
注３）（　）内はサンプル数。
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●専業主婦において、育児への否定的感情が高まって
いる

　図２−５−２は、子育て意識について、母親の就業状
況別に、05年から15年までの10年間での経年比較を
した結果を表したものである。
　10年調査では、専業主婦では育児への否定的感情に
関する数値が減少しつつある一方で、常勤者やパートタ
イムでは高まっている傾向がみられた。しかし今回の調
査では、専業主婦では、否定的感情に関する5項目すべ
てにおいて、増加傾向にあり、05年の水準かそれ以上
に回帰している。
　常勤者において変化があったのは、「子どもがわずら

わしくていらいらしてしまうこと」、「子どもに八つ当た
りしたくなること」、「子どもを育てるためにがまんばか
りしていると思うこと」といった、とくに育児への負担
感に関する項目において数値の増加が認められた。これ
と対照的に、パートタイムではこうした項目において減
少傾向がみられた。

●子どもが低年齢である場合には、未就園児をもつ
母親のほうが育児への否定的感情が強い傾向にあ
る

　つづいて、図２−５−３、４では、育児への否定的感
情について、子どもの年齢による就園状況における違い
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図２−５−２　母親の子育て意識（母親の就業状況別　経年比較）

図２−５−３　母親の子育て意識（就園状況別（低年齢）　経年比較）

注１）「よくある＋ときどきある」の％。
注２）��母親の回答のみ分析。
注３）10項目のうち、否定的感情を表す 5項目を図示。
注４）サンプル数は 05年（専業主婦 1,578 人、常勤者 213人、パートタイム 253人）、10年（専業主婦 1,608 人、常勤者 405人、パートタイム 465人）、15年（専

業主婦 1,701 人、常勤者 639人、パートタイム 556人）。

注１）「よくある＋ときどきある」の％。
注２）��母親の回答のみ分析。
注３）10項目のうち、否定的感情を表す 5項目を図示。
注４）子どもの年齢は、1歳 6か月～ 3歳 11か月。
注５）サンプル数は 00年（未就園児 718人、保育園児 116人）、05年（未就園児 1,100 人、保育園児 209人）、10年（未就園児 850人、保育園児 291人）、15

年（未就園児 920人、保育園児 452人）。



に焦点をあて、00年から15年までの15年間の推移を
まとめている。
　図２−５−３は、1歳6か月から3歳11か月までの低
年齢児に絞って、未就園児か保育園児かにおいて比較し
た結果である。
　就園状況によって差のない項目は、「子どもが将来う
まく育っていくかどうか心配になること」と「子どもを
育てるためにがまんばかりしていると思うこと」の2項
目であり、いずれも若干増加傾向にある。
　また、未就園児群において変化があったのは、「子ど
もがわずらわしくていらいらしてしまうこと」であり、
10年調査より5ポイント以上増加している。この項目
に関して、保育園児群では、少し減少傾向にある。
　全般的に、未就園児をもつ母親のほうが否定的感情は
強く、これまでと同様、こうした家庭への支援が必要で
あるといえる。

●今、現状での子育ての是非よりも、将来のへの不
安が高まっている

　つづいて、図２−５−４では、4歳以上の高年齢児を
もつ母親の否定的感情について、就園状況別による比較
結果を表している。
　ここでも全体的な傾向と同じく、幼稚園児群、保育園
児群ともに「子どもが将来うまく育っていくかどうか心
配になる」という項目において増加傾向がみられた。
　一方で、減少傾向にあったのは、「子どものことでど
うしたらよいかわからなくなること」であり、とくに保
育園児群では5ポイント以上減っていた。このことから、
今この場において、子育てで迷うというよりも、将来の
ことを見据えた場合、このままでよいのだろうか、といっ
た漠然とした不安にかられる母親が増えているといった
状況がうかがえる。

図２−５−４　母親の子育て意識（就園状況別（高年齢）　経年比較）

注１）「よくある＋ときどきある」の％。
注２）��母親の回答のみ分析。
注３）10項目のうち、否定的感情を表す 5項目を図示。
注４）子どもの年齢は、4歳 0か月～ 6歳 11か月。
注５）サンプル数は 00年（幼稚園児 494人、保育園児 120人）、05年（幼稚園児 667人、保育園児 151人）、10年（幼稚園児 1,094 人、保育園児 355人）、15

年（幼稚園児 1,253 人、保育園児 489人）。
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第６節　しつけや教育の情報源
しつけや教育の情報源では、「母親の友人・知人」、「インターネットやブログ」の比率が高い。
20代の母親は、祖父母とネットでの情報に頼る傾向がみられた。

●しつけや教育の情報源では、「母親の友人・知人」、
「インターネットやブログ」の比率が高い

　幼児をもつ母親は、子どものしつけや教育の情報をど
のように得ているだろうか。調査では「現在、あなたは

『お子様のしつけや教育』についての情報をどこから（誰
から）得ていますか」と複数回答でたずねた。図2−6
−1をみると、しつけや教育の情報源として、多い順に

「母親の友人・知人」が70.7％、「インターネットやブ
ログ」が65.4％、「テレビ・ラジオ」が54.0％、「（母方の）
祖父母」が44.8％、「育児・教育雑誌」が42.0％だった。
種類別にみると、1位の「母親の友人・知人」は友人・

知人、2位の「インターネットやブログ」、3位の「テレ
ビ・ラジオ」と5位の「育児・教育雑誌」はウェブ・書
籍などのメディア、4位の「（母方の）祖父母」は家族
や親戚など、母親は多方面から情報を得ていた。

●0歳6か月〜1歳5か月では、多岐にわたって情報
を得ている

　子どもの年齢により、情報源は異なってくるだろうか。
未就園児で0歳6か月〜1歳5か月の時点と、1歳6か月
〜3歳11か月の時点を比べた。表2−6−1で下線を引
いたところが5ポイント以上差の見られたところである。
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図２−６−１　しつけや教育の情報源（15年）

注１）複数回答。
注２）0歳６か月〜 6歳 11か月の子どもをもつ母親の回答を分析。
注３）母親のみ分析（3,838 人）。そのため、「（お子様の）母親」の項目を省略。
注４）0歳６か月〜 6歳 11か月の年齢層で分析する際のウェイトを用いて集計した。
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まず、「（母方の）祖父母」について、0歳6か月〜1歳5
か月では54.5％だったのに対して、1歳6か月〜3歳11
か月では49.3％と5.2ポイント減った。また、専門家や
行政では、「病院の医師や看護師」「保健師や栄養士」「市
区町村の子育てサービス窓口の人」が減った。ウェブ・
書籍などのメディアでは「SNS」「インターネットやブ
ログ」「育児・教育雑誌」「育児書や教育所などの書籍」

「メーカーカタログ・通信販売カタログ」が減った。0歳
6か月〜1歳5か月の時期、多岐にわたる情報源からし
つけや教育の情報を得ていることがわかる。一方、子ど
もの年齢が上がると増えるのが、「子どもの習い事や教
室の先生」「新聞」「通信教育の親向け冊子」だった。子
どもの成長に伴い、習い事や教育関連で情報源が増えて
いる様子がうかがえる。

●1歳6か月〜3歳11か月では、未就園児の母親は
多くの人から、保育園児の母親は「園の先生」か
ら情報を得ている

　子どもの就園状況で、情報源に差はあるだろうか。1
歳6か月〜3歳11か月では未就園児と保育園児を、4歳

0か月〜6歳11か月では幼稚園児と保育園児を比べた（表
2−6−1）。
　1歳6か月〜3歳11か月で未就園児のほうが保育園児
より5ポイント以上高かったのは、「子育てサークルの
仲間」（未就園児24.4％、保育園児6.4％、差18.0ポイ
ント）、「市区町村の子育てサービス窓口の人」（未就園
児11.9％、保育園児4.1％、差7.8ポイント）、「子ども
の習い事や教室の先生」（未就園児11.7％、保育園児
3.9％、差7.8ポイント）、「（父方の）祖父母」（未就園
児23.5％、保育園児16.2％、差7.3ポイント）「父親」（未
就園児23.6％、保育園児17.8％、差5.8ポイント）、「（母
方の）祖父母」（未就園児49.3％、保育園児43.7％、差
5.6ポイント）だった。保育園児のほうが未就園児より
高かったのは、「園の先生」（未就園児9.2％、保育園児
75.9％、差66.7ポイント）だった。1歳6か月〜3歳
11か月の場合、未就園児の母親のほうが多くの人から
情報を得ていた。また、保育園児の母親は子どものしつ
けや教育について、園の先生を頼りにしていることがう
かがえる。

0歳６か月～
1歳5か月 1歳6か月～ 3歳11か月 4歳0か月～６歳11か月

未就園児 未就園児 保育園児 幼稚園児 保育園児
（493） （920） （452） （1253） （489）

父親 21.3 23.6 17.8 23.2 23.9 
（父方の）祖父母 24.9 23.5 16.2 16.8 17.8 
（母方の）祖父母 54.5 49.3 43.7 38.8 40.2 
母親のきょうだいや親戚 25.2 25.3 25.5 22.6 21.8 
父親のきょうだいや親戚 6.7 5.7 4.8 4.0 3.6 
子育てサークルの仲間 24.8 24.4 6.4 8.2 4.1 
母親の友人・知人 64.2 65.4 65.7 80.6 68.8 
父親の友人・知人 8.7 3.9 3.0 3.8 4.3 
病院の医師や看護師 14.2 8.8 11.9 3.7 6.6 
保健師や栄養士 18.7 9.0 5.3 2.7 3.5 
市区町村の子育てサービス窓口の人 18.5 11.9 4.1 2.7 2.3 
子どもの習い事や教室の先生 4.7 11.7 3.9 17.7 10.0 
園の先生 4.8 9.2 75.9 43.4 65.6 
SNS 33.2 24.6 23.2 18.7 24.2 
テレビ・ラジオ 50.3 54.7 51.1 59.1 47.7 
インターネットやブログ 78.4 69.0 69.1 58.7 58.0 
新聞 10.2 15.7 16.6 23.2 19.4 
育児・教育雑誌 65.0 41.9 44.4 35.4 34.4 
通信教育の親向け冊子 17.4 22.4 18.1 23.9 23.3 
育児書や教育書などの書籍 33.3 23.9 21.5 20.7 19.4 
メーカーカタログ・通信販売カタログ 9.4 4.4 4.5 2.9 3.1 
その他 0.2 0.0 0.7 0.2 0.6 

表２−６−１　しつけや教育の情報源（子どもの年齢区分別・就園状況別　15年）

注１）� 複数回答。
注２）� 0 歳６か月〜 6歳 11か月の子どもをもつ母親の回答を分析。
注３）� 母親のみ分析。そのため、「（お子様の）母親」の項目を省略。（　）内はサンプル数。
注４）� 0歳６か月〜6歳11か月の年齢層で分析する際のウェイトを用いて集計した。
注５）� 下線は、０歳６か月〜１歳５か月の未就園児と、１歳６か月〜３歳11か月の未就園児で5ポイント以上差のある項目の大きいもの。
注６）� 網かけは、1歳6か月〜 3歳11か月では未就園児と保育園児、4歳〜６歳11か月では幼稚園児と保育園児で５ポイント以上差のある項目で大きいもの。
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●4歳0か月〜6歳11か月では、幼稚園児の母親は
知人・友人から、保育園児の母親は知人・友人と
園の先生から情報を得ている

　続いて、4歳0か月〜6歳11か月で幼稚園児のほうが
保育園児より5ポイント以上高かったのは、「母親の友人・
知人」（幼稚園児80.6％、保育園児68.8％、差11.8ポ
イント）、「テレビ・ラジオ」（幼稚園児59.1％、保育園
児47.7％、差11.4ポイント）、「子どもの習い事や教室
の先生」（幼稚園児17.7％、保育園児10.0％、差7.7ポ
イント）だった。保育園児のほうが幼稚園児より高かっ
た の は、「 園 の 先 生 」（ 幼 稚 園 児 43.4 ％、 保 育 園 児
65.6％、差22.2ポイント）、「SNS」（幼稚園児18.7％、
保育園児24.2％、差5.5ポイント）だった。4歳0か月
〜6歳11か月の場合、幼稚園児の母親は「母親の友人・
知人」から情報を得ることが多く、保育園児の母親は「母
親の友人・知人」と「園の先生」から同じくらい情報を
得ているようだ。また、メディアについて幼稚園児の母
親は「テレビ・ラジオ」から情報を得ることが多く、保
育園児の母親は「SNS」からも情報を得ることが多かっ
た。情報を得る場面として、幼稚園児の母親は在宅でテ

レビやラジオを見る機会が多く、保育園児の母親は外出
先でSNSを利用する様子がうかがえる。

●20代の母親は、祖父母とネットから情報を得る
傾向

　母親の年代区分別で情報源に差があるか。子どもが小
さいほど母親の年齢も若いため、年代区分別による差を
みるために、子どもの年齢を1歳6か月以上に限定して
みよう。20代の母親と40代以上以上の母親を比べて差
が10ポイント以上のものをみた（表2−6−2）。20代
の母親が情報を得る比率が高かったのは、「（父方の）祖
父母」（20代22.4％、40代以上12.3％）、「（母方の）祖
父母」（20代61.6％、40代以上32.2％）、「SNS」（20
代38.1％、40代以上14.8％）、「インターネットやブログ」

（20代71.7％、40代以上56.8％）だった。20代の母親
は祖父母とネットから情報を得る傾向がみられた。
　一方、40代以上の母親が情報を得る比率が高かった
のは、「母親の友人・知人」（20代56.0％、40代以上
73.0％）、「園の先生」（20代30.6％、40代以上45.1％）

「新聞」（20代4.7％、40代以上26.3％）だった。

20代（219） 30代（1,864） 40代以上（826）

（お子様の）父親 18.9 23.7 21.5 
（父方の）祖父母 22.4 21.4 12.3 
（母方の）祖父母 61.6 46.6 32.2 
母親のきょうだいや親戚 21.8 24.4 22.9 
父親のきょうだいや親戚 3.7 4.4 4.1 
子育てサークルの仲間 15.5 13.5 9.4 
母親の友人・知人 56.0 72.4 73.0 
父親の友人・知人 4.1 4.0 3.0 
病院の医師や看護師 11.2 7.2 6.6 
保健師や栄養士 5.2 6.1 3.5 
市区町村の子育てサービス窓口の人 6.3 6.1 4.5 
子どもの習い事や教室の先生 6.9 12.6 15.7 
園の先生 30.6 41.3 45.1 
SNS(Facebook,Twitter,LINEなどのソーシャルメディア） 38.1 24.9 14.8 
テレビ・ラジオ 52.0 54.8 54.7 
インターネットやブログ 71.7 65.4 56.8 
新聞 4.7 17.6 26.3 
育児・教育雑誌 38.9 39.4 35.1 
通信教育の親向け冊子 18.3 22.8 23.1 
育児書や教育所などの書籍 16.9 21.5 23.4 
メーカーカタログ・通信販売カタログ 2.2 3.8 3.4 
その他 0.4 0.3 0.2 
無答不明 0.0 0.0 0.0 

表２−６−２　しつけや教育の情報源（母親の年代区分別　15年）

注１）複数回答。
注２）母親のみ分析。そのため、「（お子様の）母親」の項目を省略。（　）内はサンプル数。
注３）網かけは、年代区分別で10ポイント以上の差がある項目の最大値。
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第７節　幼稚園・保育園への要望
幼稚園・保育園に対する要望をみると、前回までの調査と比較して増加傾向にあるのは「知的教
育を増やしてほしい」「保育終了後におけいこ事をやってほしい」「子どもが病気のときに預かっ
てほしい」である。

●園に知的教育やおけいこ事を求める母親が増加

　子どもたちが幼稚園や保育園で過ごす時間が増え、幼
児の生活の中で、園の存在感はますます大きくなってい
る。それでは、母親たちは園に何を期待しているのだろ
うか。本節では、幼稚園・保育園への要望について、母
親の回答結果を分析した（図２−７−１）。
　上位（「とてもそう思う＋まあそう思う」の％）の項
目は15年間で大きな変化はない。約７割の母親が園に
対して「集団生活のルールを教えてほしい」「子どもに
友だち付き合いが上手になるような働きかけをしてほし
い」と思っている。次いで、約６割の母親が「子育て相
談ができる場所になってほしい」「家族が病気のときに
預かってほしい」と思っている。
　また、15年前の00年から一貫して増加傾向にある項
目は、「知的教育を増やしてほしい」（00年34.8％→05

年43.0％→10年49.8％→15年51.6％。以下同）、「保
育 終 了 後 に お け い こ 事 を や っ て ほ し い 」（28.4 ％
→38.0％→38.7％→44.1％）である。05年から新たに
追加した項目である「子どもが病気のときに預かってほ
しい」も10年間で増加傾向にある（05年24.5％→10
年28.8％→15年34.3％。以下同）。逆に、この10年間
で減少傾向にあるのは「保護者同士が交流できるような
支援をしてほしい」（54.1％→49.9％→37.4％）であっ
た。また、この５年間で減少したのは「自由な遊びを増
やしてほしい」（10年51.2％→15年45.9％。以下同）、「集
団生活のルールを教えてほしい」（81.5％→73.9％）で
あった。全体をみると、園では社会性を身につけてほし
いと考える母親が多いものの、遊びや日常の保育だけで
はなく「知的教育」「おけいこ事」もと要望が多様になっ
ていることがうかがえる。また「保護者同士が交流でき
るような支援をしてほしい」の減少については、すでに

図２−７−１　幼稚園・保育園への要望（経年比較）

注１）「とてもそう思う＋まあそう思う」の％。
注２）母親の回答のみ分析。
注３）子どもを園に通わせている人のみ回答。
注４）「子どもが病気のときに預かってほしい」は 00年ではたずねていない。
注５）*は 15年調査のみの項目。
注６）（　）内はサンプル数。

0

20

40

60

80

100

20

40

60

80

100

0

（％）

保
育
の
時
間
を
長
く
し
て

ほ
し
い
（
ま
た
は
延
長
保

育
を
や
っ
て
ほ
し
い
）

家
族
が
病
気
の
と
き
に

預
か
っ
て
ほ
し
い

子
ど
も
が
病
気
の
と
き
に

預
か
っ
て
ほ
し
い

知
的
教
育
を

増
や
し
て
ほ
し
い

自
由
な
遊
び
を

増
や
し
て
ほ
し
い

保
育
終
了
後
に
お
け
い
こ
事

を
や
っ
て
ほ
し
い

集
団
生
活
の
ル
ー
ル
を

教
え
て
ほ
し
い

子
ど
も
に
友
だ
ち
付
き
合
い
が

上
手
に
な
る
よ
う
な

働
き
か
け
を
し
て
ほ
し
い

子
育
て
相
談
が
で
き
る

場
所
に
な
っ
て
ほ
し
い

保
護
者
同
士
が
交
流
で
き
る

よ
う
な
支
援
を
し
て
ほ
し
い

＊
園
の
運
営
に
保
護
者
が

参
画
で
き
る
よ
う
に
し
て

ほ
し
い

48.847.447.944.4

64.5
57.8
59.1

59.8

24.5
28.8

34.3 34.8
43.0
49.851.6 48.549.8 51.245.9

28.4
38.038.7

44.1

74.8
79.981.5

73.9
65.5

76.8 76.7 
72.6

64.5 65.163.562.0
52.154.149.9

37.4

18.9

00年（747）
05年（1,049）
10年（1,838）
15年（3,287）

─ 57 ─

第5回　幼児の生活アンケート　　第2章　母親の教育・子育てに関する意識� ベネッセ教育総合研究所（2016年）



多くの幼稚園・保育園でそうした機会を用意しているた
めに「もう十分である」と考えている母親や、保護者同
士の人間関係の難しさから交流を敬遠する母親がいるこ
とが背景にあるだろう。

●幼稚園児よりも保育園児、高年齢よりも低年齢の子
どもをもつ母親の要望が高い

　次に、子どもの就園状況別、年齢区分別に園への要望
をみた結果が図２−７−２である。まず、同じ年齢区分
の幼稚園児と保育園児（高年齢）の母親の結果を比較し
たところ、幼稚園児よりも保育園児（高年齢）のほうが
要望としてあげる項目が全体的に多かった。保育園児（高
年齢）のほうが10ポイント以上高かった項目は「家族
が病気のときに預かってほしい」（高年齢保育園児
69.2％、幼稚園児50.1％。以下同）、「子どもが病気の
ときに預かってほしい」（52.0％、17.8％）、「知的教育
を増やしてほしい」（62.3％、43.0％）、「保育終了後に
おけいこ事をやってほしい」（51.5％、40.1％）であった。
差がみられなかったのは「自由な遊びを増やしてほしい」

（45.6％、45.1％）、「集団生活のルールを教えてほしい」
（74.2％、72.4％）、「子どもに友だち付き合いが上手に
なるような働きかけをしてほしい」（73.3％、70.8％）
など社会性に関する項目と、「子育て相談ができる場所

になってほしい」（61.5％、59.8％）であった。幼稚園
児のほうが高かったのは「保育の時間を長くしてほしい

（または延長保育をやってほしい）」（30.3％、52.2％）
のみであった。
　次に、保育園児の低年齢と高年齢の母親の結果を比べ
ると、総じて低年齢の母親のほうが選択率が高かった。「保
育の時間を長くしてほしい」（低年齢保育園児36.9％、
高年齢保育園児30.3％。以下同）、「家族が病気のときに
預かってほしい」（78.2％、69.2％）、「子どもが病気の
ときに預かってほしい」（62.5％、52.0％）、「集団生活
のルールを教えてほしい」（81.1％、74.2％）、「子ども
に友だち付き合いが上手になるような働きかけをしてほ
しい」（79.5％、73.3％）、「子育て相談ができる場所になっ
てほしい」（69.7％、61.5％）であった。低年齢では子
どもが病気にかかりやすいことや、子どもの年齢が幼い
ほうが、母親に「ママ友」が少なく、子育ての悩みを園
で相談したいと考える母親がより多く存在する可能性が
背景として考えられる。
　これらの分析結果からは、幼稚園児よりも園で過ごす
時間が長い保育園児の母親において、園への要望が多様
であること、さらに高年齢よりも低年齢の子どもをもつ
保育園児の母親のほうが、園に対する要望が多いことが
明らかとなった。

図２−７−２　幼稚園・保育園への要望（就園状況別・年齢区分別　15年）

注 1）「とてもそう思う＋まあそう思う」の％。
注 2）母親の回答のみ分析。
注 3）子どもを園に通わせている人のみ回答。
注 4）調査時点における子どもの年齢区分は以下のとおりである。
　　　低年齢：1歳 6か月〜�3 歳 11か月の幼児。
　　　高年齢：4歳 0か月〜�6 歳 11か月の幼児。
注 5）（　）内はサンプル数。
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